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広 報 連 絡 
 

１ 件  名 

「学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト ジョイント部門」キックオ

フミーティングを開催します 

 

２ 趣  旨 

岡山市は、地域づくりを担う人材育成と若者の地域への定着を推進するため、若

者の柔軟なアイデアの提案・実践による地域課題の解決や、新たな商品やサービス

等を開発する小規模ビジネスの実現に対し、補助金を交付して支援する「学生イノ

ベーションチャレンジ推進プロジェクト」を実施しています。 

この度、ジョイント部門の学生が集まり、キックオフミーティングを開催します。 

 

３ 内容 

（１） 日時 令和４年６月１５日（水）１７時～１８時３０分 

（２） 場所 岡山市役所１階多目的ホール 

（３） 内容 ・事業概要の説明 

・参加学生によるアイスブレイク 

・参加学生自己紹介 

 

４ 備考 

 複数の大学等の学生がグループを作って、地域課題の解決や小規模ビジネスの実

現に向けて年間を通して活動していく「学生イノベーションチャレンジ推進プロジ

ェクト ジョイント部門」は、新型コロナウイルス感染症の影響で、３年ぶりの対

面活動となります。 

 当日は、６大学等から約２０人が参加予定です。 

 

５ 参考資料 

学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト概要 



学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト概要

地域づくりの次世代を担う人材が、地域に住み続け、活躍するまちづくりを進めていくため、岡山市では、
「学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト」を実施し、大学生等が、企業や地域、NPO等と協働して、
地域課題を解決する活動や、小規模ビジネスの実現に取り組む活動に対して、補助金での支援、コー
ディネーターによる伴走支援を行っています。

岡山市内の大学・短期大学・専門学校及び岡山市と包括的な連携協力に関する協定を締結してい
る岡山市外の大学・短期大学の学生

＜ソログループ＞
単一の大学等で、教職員を代表者とした参加学生３名以上で構成する団体・グループ。
＜ジョイントグループ＞
複数の大学等の学生で構成するグループ

参加対象者

事業概要等

参加グループ

＜参考資料＞
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令和３年度 特徴的な取組

ベトナム人留学生を含む学生たちは、「ベトナム
に親しみをもってほしい」と、ベトナム料理店とコラボ
して、日本人の嗜好に合うメニュー２品を考案しま
した。
２品は当初目標だった１００食を完売し、その
うちのひとつは、メニューとして存続が決まりました。

販売風景

染色した
エコバッグ

メニューの試作風景

開発したメニュー

学生たちは野菜の廃棄部分に着目し、染物屋
と協働して、廃棄される玉ねぎの皮を染料に加工
し、染色したエコバッグを作成しました。作成後、
学生たちはイコットニコットでエコバッグを販売しまし
た。
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